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　工業政策の在り方として3つの型が考えられる。第
1は，何もしないで放置しておく政策である。現在で
もこういう政策をとる国があるとすれば，それは恐ら
く，いい指導者がいないとか，産業開発に関する情報
収集が全く行なわれていないから何をしてよいか分ら
ないので結局何もしないとか，そういうことに原因が
あるだろう。19世紀的自由主義はもう時代おくれにな
っているので，「自由放任の終焉」（ケインズ）を改め
て取上げるには及ばないと思うし，現在の産業国家に
は全く当てはまらないのだから，これ以上論じないこ
とにしよう。
　第2は，国内産業を保護・育成・発展させることに
のみ専念する政策である。戦前，自由主義か，保護主
義かについてはげしく論争されたが，その議論の基底
は自国の利益だけを考えて自国産業を保護・育成・発
展させるために，外国から競争品が流入するのを防止
しようという政策で，こんにちでは工業未発達である
低開発国がいうのならともかく，貿易の自由化，資本
の自由化，技術の自由化などを強く要請されている先
進工業国はこういう政策の採用が困難となってきてい
る。
　第3は，積極的開発政策とでもいうべき型で，大企
業・中小企業を問わず積極的に各産業の生産性を上昇
させる政策をとることである。そのために，新製品の
開発や，所得上昇に伴う需要の変化に応ずる高級品な
いし新デザイン商品などを積極的に造り出す，あるい
はより一層の産業高度化を推進しようという政策であ
る。現在の先進工業国はみなこの開発政策に懸命であ
り，企業自体も大企業・中小企業を問わずこういう政
策の線に沿って努力している。当然そこには，陳腐化
していく産業の近代化政策が政府の側からも積極的に
進められているし，また全国的規模での地域開発政策
が重要な課題となっている。
　戦前日本の政策は，個々の企業の成長発展をはかる
ことのみに専念して，一国全体の立場からみた日本産
業生産力構造の体系化・組織化ということをあまり考
えなかったのに対して，最近（昭和37年】O月の「全国
総合開発計画」閣議決定以後）は，地域開発が公共投
資による外部経済の整備によって国民経済全体の生産
力をより大規模に合理化しようとすることを考えてい
るので，これは全国的にパラソスのとれた工業化ない
し産業化政策を推進するものということができる。
　．問題は，各地域の開発目標について客観的・合理的
なものが得られるかどうかであるが，仮りにそれが可
能であるとしても，実際に開発の仕事を担う個々の産
業人に「やる気」がなければ，中央政府および地方自
治体がいかに笛を吹いて援助奨励をうたってもどうに
もならないだろう。だから工業（産業）発展のために
は，まず人材の育成が先決だというのが，私の持論で
ある。
　そうはいっても，次の要件を欠くことはできないで
あろう。すなわち，①能率のいい機能的な政府，②拡
大する市場条件，③資源の最適利用，④社会資本の充
実，⑤そのための法的措置の整備である。
　経済外の観点から損益を度外視してもよい国営企業
ならともかく，私企業の場合は，①市場に近い，⑦交
通便利で輸送費が安い，③原材料が得易い，④労働力
が得易い，⑤エネルギーが得易い，⑤水が豊富であ
る，⑦広い土地が安く手に入る，⑥関連産業が揃って
いるなどの諸条件が重要な工業立地要因となるであろ
う。
　そういう観点から各地の状況を調べているのが私の
いまの研究段階で，九州地区を調べたり，中京地区を
調べたりしているのもそのためであるが，明年度は北
海道を調査してみようと考えている。
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